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広く知らせる 深く知ってもらう 一緒に考える 

市民版災害廃棄物処理ハンドブック 
「災害で出たごみってどうすればいいの？」 

※令和 6 年 12 月 10 日時点自治体ホームページ掲載情報 

倉敷市は、平成 30 年 7 月豪雨 により甚大な被害を受け、多くの家屋が床上浸水する事態となり、被災し
た住民は片付けに追われました。発災直後は災害ごみについて行政に対する不満や怒りの気持ちが強かった
住民の方も、発災から 1 年経ち、落ち着きを取り戻した後に市職員が住民にじっくりと話を伺ったところ、
「地域全体のことを考えると、災害時でもできる範囲で分別したほうが良かった」との意見が多く聞かれたそう
です。その気持ちを形にし、広く今後の備えとしていただくため市民向けハンドブックが作成されました。 
 

災害時のごみの出し方や市からの情報の入手方法を
平時から知らせるとともに、災害ごみの分別が必要
であることを理解してもらうことを目的に、ハンドブ
ックが作成されました。 
このハンドブックのポイントは、発災時の様子や住

民の行動を踏まえながら、災害廃棄物の分別の大切さ
を災害が起きる前から理解いただくことです。 
災害廃棄物処理は、片付け、ごみの搬送、処理・処

分等、その行為が行われる場所やタイミング、状況
は多種多様です。そのようななか、被災された方に
寄り添った対応を継続的に実施するためには被災さ
れた方自身はもとより、ボランティアや民間事業者の
協力が必要不可欠となります。 
特に住民と適切な協力体制をつくるためには、発

災後に分別や持ち込みのルールを行政が押し付けて
も理解を得ることは困難です。そのため、平時から発
災後に起こる状況や協力いただきたいこと等を継続
して啓発を行い、災害からの早期復旧・復興に向け
た地域のあるべき姿を共有しておくことが必要で
す。このような目的意識をもってハンドブックが形
になりました。 
■予算：作成費用として約 940,000 円 

概要版では、災害廃棄物の出し方、分別が普段と
異なることが整理されています。 

STEP1 第 1 の分別： 生活ごみと災害廃棄物に分 
ける 
第 2 の分別：災害廃棄物を分別区分に沿っ
て分ける 
生活ごみはごみステーションへ、災害廃棄 
物は仮置場へ出す 

STEP2 

STEP3 

災害時の様子が伝わるよう写真を多くし、
ただし生々しすぎないよう工夫されています 
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日本語初版 3,000 部、概要版 3,000 部 
英語初版 1,000 部、概要版 1,000 部 
ベトナム語・中国語版各 1,000 部 
ポルトガル語・韓国語版 200 部 

 取組内容 

 
取組むことになったきっかけ 

岡山県倉敷市 
● 人口※ 473,810 人 
● 自治会加入率 60％ 
● 実施時期 令和 2 年度 

 

 



市民版災害廃棄物処理ハンドブック「災害で出たごみってどうすればいいの？」 
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自治体の  一般廃棄物対策課職員 2 名が中心として取り組んでいます。また、行政だけで机
上で対応策を考えるのではなく、被災された方はもとより、災害時に対応した経験の 
ある社会福祉協議会やボランティア・市民団体、ごみの収集運搬業者、産業廃棄物処理
業者等からご意見をいただきながら、多様なステークホルダーと一緒にハンドブックを
作り上げていくことができました。また、一緒に作成するプロセスで、互いの考え方を理
解しつつ、災害対応に対する意識を高めることができたと感じています。 
本ハンドブックを活用する場をさらに広げていく必要性を感じています。そのた

め、防災や消防等、防災関連部署が行う出前講座等で配布し、さらにハンドブックの
活用を拡大するよう庁内の連携を行っています。また、内容の見直しや情報を更新し
て、継続的に取り組むことで、意識の低下を防ぐことが大切と考えています。 

声 

全戸配布の保存版 
こちらは、広報紙別冊としてマンガやイラ

ストなどで、わかりやすく解説されていま
す。別冊をみて興味を持った人にはハンドブッ
クを見て更に理解を深めていただくことが期待
されています。 
 
防災月間である 9 月号広報紙の折り込みと

して、防災担当課が配布する「非常持ち出チェッ
クリスト」と一緒に配布されました。 
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